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In this study， the thermal conductivity of magnetic fluids of kerosene base and water base was investigated in 
the change in volume企action of dispersed phase consisting of magnetite and surfactant. The thermal conductivity 
was measured by the transient hot wire method in the range of 5・550C. On the other hand， the three theoretical 
equations for the thermal conductivity of a mixture were calculated for the magnetic fluids and were compared 
with the experimental values. Consequent1y， the equation by the coating model of Kemer was nearest to the 
experimental values. 



















k 1 :熱伝導率比 (入 1 / 入c )










大きなデュワー瓶⑧ (内径1 20mm) の中に， 上部
の気密フランジ④からステンレス管⑥ (外径 25mm，
肉厚lmm) によって黄銅製の真 空容器⑩ (外径10 2
mm， 高 さ 285mm) が吊り下げられている。 デ、ユワー
瓶の中には氷 水が入れられ 真 空容器の表面温度を
OoCに保持できる。 一方， 真 空容器の中心部には，
銅製の試料容器⑨ (内径 33mm， 肉厚 2.5mm， 高 さ
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流体 (タイホー工業製， フエロコロイドHC ・50) 及
び水ベース磁性流体 (同W- 40) を用いた。 これは
ケロシン又は水中に， 分散質として数十nmのマグ
ネタイト ( Fe304) 微粉を分散 させたものである。
それぞれの密度はHC ・50ではρ= 1.3 9g/cm 3 ， W ・40で
はρ=1. 42g/cm3である。 この磁性流体の成分質量割







イトと界面活性剤の体積割合 (% ) を示す。 NO.5及
び、No.9の試料は原液で， その他が希釈した試料で
ある。 表2の体積割合は成分の真密度から計算によっ
て求めた。 そのとき， 7]<， マグネタイト及び オレイ
Table 1 Composition of magnetic fluid (mass %) 
Surfactant 
Oleic Sodium dodecyl-Base fluid Magnetite acid benzen-sulfonate 
Kerosene base 42 50 8 (HC-50) 
Waterbase 46 40 8 6 
(W-40) 
Table 2 Volume fraction of magnetite and surfactant 
in magnetic fluid 
Specimen Base fluid Magnetite Surfactant 
V1 (%) V2 (%) 
NO. 1 1.7 1.5 
No. 2 3.7 3.4 
NO. 3 Kerosene 6.2 5.7 
NO. 4 9.3 8.6 
NO. 5 13.5 12.4 
No. 6 2.1 4.4 
NO. 7 Water 4.5 9.6 
No. 8 7.4 15.8 
No.9 11.0 23.5 
ン酸の密度は文献より それぞれ1.00， 5.1 8， 0. 90g! 














なかったので， 測定していない。 なお， マグネタイ
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Relation between thermal conductivity ratio of 
kerosene base magnetic fluid and volume fraction 
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Fig. 5 Relation between thermal conductivity ratio of 
water base magnetic fluid and volume {raction of 
dispersed phase 
0.4 
Dispersed phase 2 








(a) Coating model (b) Two dispersed model 








- 3 (k1+2k2) 
(1+2k2)(k2+2) + 2{ V1/(V1 
また， Kerner (2分散質) の式とEucken (2分散質)
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増 加で増大するが， Kerner (コーティング) の式が
実験値に近く， Euckenの式がいちばん離れている。
水ベースの場合では， 図5からわかるように実験値
は分散質の体 積率の増 加とともに減少する。 一方，
理論式を見ると3式の値は大きく異なり， Kerner 
(コーティング) の式が減少するのに対し， Eucken 
の式は増大し， Kerner (2分散質) の式はほとんど












体 積率の増 加で逆に減少し， 両者ともKerner (コー
ティング) の理論式が実験値と比較的良く一致した。
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